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あ
ぜ
道
の
声

▽
農
地
法
等
改
正
案
の
審
議
が
４
月

９
日
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
県
選
出
国
会
議
員
の

七
条
明
氏
が
農
林
水
産
委
員
会
の
理

事
と
い
う
こ
と
で
、
国
会
審
議
を
傍
聴

し
て
き
た
。
こ
の
日
の
審
議
は
、
農
地
確

保
の
目
標
や
一
般
企
業
の
参
入
を
巡
っ

て
地
域
の
農
地
利
用
に
混
乱
を
き
た

さ
な
い
よ
う
調
和
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
っ
た
論
点
に
議
論
が
集
中
し
た
。

▽
自
民
党
の
小
里
泰
弘
氏
は
違
反
転

用
を
な
く
す
べ
き
と
し
て
転
用
規
制
の

厳
格
を
求
め
た
。
民
主
党
の
小
平
忠

正
氏
は
農
地
確
保
への
国
の
決
意
を
正

し
た
。
石
破
農
相
は
農
地
の
確
保
は
国

の
責
務
だ
と
答
弁
。
ま
た
、
利
用
権
に

よ
る
参
入
規
制
の
緩
和
が
一
般
企
業

に
よ
る
所
有
権
取
得
に
道
を
開
く
端

緒
に
な
る
の
で
は
と
の
懸
念
に
対
し
、

石
破
農
相
は
、
所
有
権
の
取
得
は
現

行
の
農
業
生
産
法
人
に
限
る
と
述
べ
た
。

▽
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
組
織
の
意
見
が
基
本
的
に
は
反

映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
案

の
早
期
成
立
を
促
す
立
場
で
あ
る
が
、

不
耕
作
や
転
貸
を
目
的
と
す
る
農
地

の
権
利
取
得
、
株
式
会
社
一
般
の
農

地
所
有
権
の
取
得
は
絶
対
に
認
め
る
べ

き
で
は
な
い
。
（Ｔ
・Ｍ
）
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４
月
８
日
・
東
京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
に

全
国
か
ら
農
業
委
員
会
関
係
者
約
１
，
２
０

０
人
が
参
加
し
て
「
全
国
情
報
会
議
」
が
開

か
れ
、
情
報
事
業
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
優
良
農
業
委
員
会
並
び
に
功
労
者
等
が

表
彰
さ
れ
た
。
全
国
情
報
会
議
で
は
、
農
業

委
員
と
事
務
局
職
員
が
一
体
と
な
り
、
農
業

委
員
会
法
で
定
め
ら
れ
た
「
情
報
活
動
」
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
系
統
組
織
の
機
関
紙

で
あ
る
「
全
国
農
業
新
聞
」
の
普
及
拡
大
に

顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
農
業
委
員
会
や
、
独

自
に
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
尽

力
し
て
い
る
農
業
委
員
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

記
念
講
演
と
し
て
海
外
邦
人
宣
教
者
活
動

援
助
後
援
会
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
「
無
名

碑
（
１
９
６
０
年
講
談
社
）
」
な
ど
多
数
の

著
書
を
出
版
し
て
い
る
作
家
・
曾
野
綾
子
氏

か
ら
「
人
間
は
土
に
育
つ
」
と
題
し
て
の
講

演
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

こ
の
全
国
情
報
会
議
に
は
、
本
県
よ
り
７
名

の
農
業
委
員
並
び
に
事
務
局
職
員
な
ど
が
参

加
し
た
。

本
県
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
優
良
農
業
委
員
会
表
彰

徳
島
市
、
阿
南
市
、
阿
波
市
、
美
馬
市
、

▽
情
報
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

川
人
泰
博
（徳
島
市
）、
石
川
稔
（鳴
門
市
）、

山
内
勉
（阿
南
市
）、
久
米
忠
利
（板
野
町
）

全国情報会議が開かれる
情報事業・優良農業委員会として徳島市などが受賞

全国農業会議所太田会長より優良農業委員会として表彰される徳島市農業委員会



１

農
地
法
の
改
正

（
１
）
法
案
は
、
ま
ず
第
一
条
の

目
的
を
「
農
地
は
耕
作
者
自
ら
が

所
有
す
る
こ
と
を
も
っ
と
も
適
当

で
あ
る
」
と
す
る
考
え
方
か
ら
、

「
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
者

に
よ
る
権
利
取
得
の
促
進
」
と
の

考
え
方
に
改
め
る
と
と
も
に
、

「
権
利
を
有
す
る
者
は
そ
の
適
正

か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
の
責
務
規

程
を
新
た
に
設
け
て
い
る
。

（
２
）
農
地
の
権
利
移
動
規
制
の

見
直
し
で
は
、
農
地
の
権
利
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
①
農
地

の
す
べ
て
を
効
率
的
に
利
用
す
る

こ
と
、
②
個
人
の
場
合
は
農
作
業

に
常
時
従
事
す
る
こ
と
、
③
法
人

の
場
合
は
農
業
生
産
法
人
で
あ
る

こ
と
、
と
い
う
現
行
の
許
可
要
件

を
引
き
続
き
原
則
と
し
た
上
で
緩

和
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
農

地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化

そ
の
他
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農

地
の
農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合

的
な
利
用
の
確
保
に
支
障
を
生
ず

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
は
許
可
し
な
い
と
の
要

件
を
新
設
し
、
農
業
委
員
会
の
チ
ェ
ッ

ク
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
農

業
の
取
り
組
み
を
阻
害
す
る
よ
う

な
権
利
取
得
を
排
除
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

（
３
）
ま
た
、
農
地
の
貸
借
に
つ

い
て
、
農
地
を
適
正
に
利
用
し
て

い
な
い
場
合
に
は
貸
借
を
解
除
す

る
旨
の
条
件
を
契
約
に
付
さ
せ
る

こ
と
で
、
農
作
業
に
常
時
従
事

（
個
人
の
場
合
）
、
農
業
生
産
法

人
の
要
件
（
法
人
の
場
合
）
を
課

さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
。
な
お
、
契
約
に
よ
る
解
除
が

な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
で
、
農
地
の
適
正
な

利
用
を
担
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
４
）
農
地
転
用
規
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、

現
行
で
は
国
又
は

都
道
府
県
が
病
院
、
学
校
等
の
公

共
施
設
の
設
置
の
用
に
供
す
る
た

め
に
行
う
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、

許
可
不
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
見
直
し
、
許
可
権
者
で
あ
る

都
道
府
県
知
事
等
と
協
議
を
行
う

仕
組
み
（
協
議
成
立
を
も
っ
て
許

可
が
あ
っ
た
も
の
と
見
な
す
）
を

設
け
る
。
ま
た
、
違
反
転
用
が
行

わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道

府
県
知
事
等
に
よ
る
行
政
代
執
行

制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
違

反
転
用
に
対
す
る
罰
則
を
強
化

（
罰
金
額
の
引
き
上
げ
）
す
る
と

い
う
も
の
。

（
５
）
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
仕
組
み
を
農
地

法
に
基
づ
く
仕
組
み
に
変
更
し
た

う
え
で
、
遊
休
農
地
の
う
ち
地
域

の
農
業
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、

市
町
村
が
指
定
し
た
も
の
に
つ
い

て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
い
う

現
行
の
仕
組
み
を
、
全
て
の
遊
休

農
地
を
対
象
と
し
た
仕
組
み
に
見

直
す
。
そ
の
際
、
①
農
業
者
等
が

遊
休
農
地
が
あ
る
旨
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
、
②
所
有

者
が
判
明
し
な
い
遊
休
農
地
に
つ

い
て
も
利
用
を
図
る
措
置
等
を
新

設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
６
）
そ
の
他
、
①
相
続
等
に
よ

り
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
農
地

の
権
利
を
取
得
し
た
者
は
、
農
業

委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
②

賃
貸
借
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
、

民
法
に
よ
り
２
０
年
以
内
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
５
０
年
以
内
と

す
る
。
③
標
準
小
作
料
制
度
は
廃

止
す
る
等
で
あ
る
。

２

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
改
正

（
１
）
農
地
を
面
的
に
ま
と
め
る

こ
と
に
よ
り
効
率
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
町
村
、

市
町
村
公
社
、
農
業
協
同
組
合
等

が
、
農
地
の
所
有
者
の
委
任
を
受

け
て
、
そ
の
者
を
代
理
し
て
農
地

の
貸
付
け
等
を
行
う
「
委
任･

代
理
」

の
仕
組
み
等
を
内
容
と
す
る
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
事
業
を
創
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
貸

付
け
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
仕
組
み

を
活
用
す
る
。

（
２
）
複
数
の
者
に
よ
り
共
有
さ

れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、
農
用

地
利
用
集
積
計
画
を
策
定
す
る
場

合
に
は
、
現
行
で
は
共
有
者
全
員

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
改
め
、
５
年
を
超
え
な
い
利
用

権
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
共
有
者

全
員
の
同
意
で
は
な
く
共
有
持
分

の
２
分
の
１
を
超
え
る
同
意
で
よ

い
こ
と
と
す
る
。

３

農
業
振
興
地
域
整
備
法
の

改
正農

用
地
区
域
内
の
農
用
地
に
つ

い
て
、
担
い
手
に
対
す
る
利
用
の

集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
同
区
域
か
ら
の

除
外
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
と
す
る
、
等
で
あ
る
。

農
地
政
策
の
一
翼
を
担
う
農
業

委
員
会
系
統
組
織
で
は
、
今
回
の

農
地
制
度
の
見
直
し
に
強
い
関
心

を
持
ち
、
農
業
・
農
村
現
場
の
実

態
を
踏
ま
え
た
政
策
提
言
や
意
見

の
公
表
に
努
め
て
き
た
こ
と
で
、

こ
の
法
案
で
は
、
農
業
委
員
会
組

織
の
意
見
が
基
本
的
に
は
反
映
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
農
業･

農
村
現
場
に
お
い
て
は
、

貸
借
に
よ
る
農
業
参
入
の
拡
大
や

農
業
生
産
法
人
へ
の
出
資
制
限
の

緩
和
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

農
地
利
用
の
秩
序
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
懸
念
が
あ
る
の
も
事
実

だ
。
今
後
は
、
国
会
審
議
の
中
で
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
積
み
上

げ
た
意
見
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ

れ
た
農
地
制
度
の
実
現
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
現
場
で
農
地
行
政

を
担
う
農
業
委
員
会
の
組
織
体
制

の
整
備
と
円
滑
な
業
務
運
営
、
適

正
な
事
務
執
行
が
な
さ
れ
る
よ
う

万
全
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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農
地
制
度
の
改
正
案

本
格
審
議
を
開
始

農
林
水
産
省
は
、
昨
年
１
２
月
３
日
に
「
農
地
改
革
プ
ラ
ン
」
を
公

表
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て
農
地
関
連
法
案
の
検
討

が
な
さ
れ
、
本
年
２
月
２
４
日
に
「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
通
常
国
会
に
提
出
。
４
月
９
日
か

ら
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
審
議
が
本
格
化
し
た
と
こ
ろ
だ
。
今

回
の
農
地
法
等
の
改
正
案
は
、
農
地
法
制
定
以
来
の
大
改
革
と
も
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

全国農業新聞
を購読しよう



市町村名 目標数 19年度 20年度 差引 進捗率

徳 島 市 39 5 4 30 23%
鳴 門 市 32 29 13 (10) 131%
小 松 島 市 7 5 1 1 86%
阿 南 市 15 8 7 53%
吉 野 川 市 9 2 7 22%
阿 波 市 28 20 2 6 79%
美 馬 市 7 1 6 14%
三 好 市 4 4 0%
勝 浦 町 6 6 0%
上 勝 町 2 2 0%
佐 那 河 内 村 4 2 2 50%
石 井 町 9 9 0%
神 山 町 4 4 0%
那 賀 町 3 3 0%
美 波 町 1 1 0 100%
牟 岐 町 1 1 0%
海 陽 町 2 1 1 50%
松 茂 町 7 3 4 43%
北 島 町 2 5 (3) 250%
藍 住 町 9 15 (6) 167%
板 野 町 9 11 (2) 122%
上 板 町 7 7 0 100%
つ る ぎ 町 1 1 0%
東 み よ し 町 2 1 3 (2) 200%

合   計 210 110 29 71 66%

平成20年度市町村別農業者年金新規加入実績
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徳
島
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
（
会
長:

多
智
花
俊
裕
）
は

平
成
２
１
年
３
月
２
７
日
に
徳
島

市
内
の
ホ
テ
ル
で
臨
時
総
会
を
開

き
平
成
２
１
年
度
の
事
業
計
画
や

同
協
議
会
の
体
制
等
を
決
定
し
ま

し
た
。(

予
算
総
額
５
９
，
７
８
６

千
円)事

業
計
画
は
従
来
か
ら
実
施
し

て
い
る
担
い
手
対
策(

担
い
手
ア
ク

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
等)

は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
昨
年
度
の
年
度
途

中
か
ら
協
議
会
事
業
の
中
に
取
り

込
ま
れ
た
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策

な
ど
、
多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
も
の

と
し
て
は
、
平
成
２
１
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
緊
急
対
策
交
付
金
事
業
が
あ
げ

ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

耕
作
放
棄
地
を
貸
借
等
に
よ
り
再

生
・
利
用
す
る
取
組
や
こ
れ
に
付

帯
す
る
施
設
等
の
整
備
、
農
地
利

用
調
整
、
営
農
開
始
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
地
域
の
取
組
を
県

協
議
会
が
総
合
的
・
包
括
的
に
支

援
す
る
も
の
で
、
初
年
度
の
事
業

予
算
と
し
て
３
１
０
０
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
落
営
農
の
組
織
化
・

法
人
化
を
推
進
す
る
た
め
、
集
落

営
農
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し

た
「集
落
営
農
リ
ー
ダ
ー
塾
」を
開
講

す
る
と
と
も
に
、
各
組
織
間
の
連

携
を
深
め
、
集
落
営
農
に
参
加
す

る
地
域
の
農
業
者
の
意
識
を
高
め

る
た
め
「
集
落
営
農
推
進
交
流
会
」

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
業
務
の
充
実
を
図

る
一
方
、
県
協
議
会
の
体
制
強
化

に
も
努
め
る
こ
と
と
し
、
協
議
会

の
役
員
に
は
構
成
団
体
の
機
関
長

が
就
任
す
る
こ
と
で
、
現
役
員
及

び
会
員
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の

運
営
方
針
等
を
協
議
す
る
「
幹
事

会
」
の
構
成
員
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
協
議
会
の
活
動
計
画
の

進
捗
状
況
を
中
心
に
、
資
金
管
理

状
況
等
に
つ
い
て
、
協
議
会
会
員

が
自
ら
点
検
し
、
そ
の
結
果
に
応

じ
て
必
要
な
改
善
を
講
ず
る
た
め

に
内
部
監
査
機
関
を
設
け
本
格
的

に
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
２
０
年
度
の
農
業
者

年
金
新
規
加
入
者
実
績
を

踏
ま
え
た
平
成
２
１
年
度

の
加
入
推
進
の
取
組
方
針

平
成
２
０
年
度
は
農
業
者
年
金
加

入
者
１
０
万
人
早
期
達
成
３
カ
年
計

画
」
の
２
カ
年
目
で
し
た
が
、
そ
の

新
規
加
入
者
実
績
は
、
昨
年
度
を
８

１
人
も
下
回
る
２
９
人
に
留
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
新
規
加
入
者
の
大
幅
な

減
少
に
は
、
従
来
か
ら
慢
性
的
に
続

い
て
い
る
後
継
者
不
足
や
農
産
物
価

格
の
低
迷
は
も
と
よ
り
、
生
産
資
材

の
高
騰
等
、
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
不
況
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

こ
の
状
況
は
本
県
だ
け
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
年
金
の

特
徴
で
あ
る
、
農
業
者
の
老
後
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
取

組
や
農
業
・
農
村
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
向
け
た
取
組
が
、
近
い
将
来

い
か
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
か
は
我
々

の
農
業
委
員
会
組
織
や
Ｊ
Ａ
組
織
の

担
当
者
で
な
く
て
も
十
分
理
解
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
２
１
年
度
は
次
の

基
本
方
針
の
下
、
加
入
推
進
活
動
を

展
開
し
、
本
県
に
与
え
ら
れ
て
い
る

３
カ
年
の
目
標
で
あ
る
新
規
加
入
者

２
１
０
人
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

①
加
入
資
格
の
あ
る
農
業
者
全
員
に

制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
と
と
も
に
そ
の
農
業
者
全
員
の
加

入
を
目
指
す
。

②
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
効
率
的
・
効

果
的
な
加
入
推
進
に
取
り
組
む
観
点

か
ら
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
加
入
率
の
低
い
女

性
農
業
者
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き

か
け
る
。

③
業
務
受
託
機
関
の
自
主
性
を
活
か

し
た
「
加
入
推
進
特
別
対
策
」
を
実

施
す
る
。

④
年
金
資
産
を
安
全
か
つ
効
率
的
に

運
用
す
る
と
と
も
に
、
運
用
の
背
景

と
な
っ
た
経
済
情
勢
や
運
用
の
仕
組

み
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
を
行
う
。

以
上
４
点
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
積
極
的
な
加
入
推
進
活
動
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
県
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
の
平
成
２
１
年
度

に
お
け
る
取
組
決
ま
る



農
水
省
事
業
（地
域
連
携
農

業
高
校
実
践
教
育
推
進
事

業
）・文
科
省
事
業
（地
域
産

業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）連
携
に
よ
る
農
業
高

校
に
於
け
る
担
い
手
育
成

に
向
け
た
実
践
教
育
の
推

進
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
は
文
部
科
学
省
と
共

同
で
、
農
業
高
校
等
の
専
門
高
校
と

地
域
産
業
界
が
連
携
し
て
、
地
域
の

農
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
農
業
高
校
で
の
農
業
者
育
成
研

修
モ
デ
ル
開
発
事
業
を
平
成
２
０
年

度
に
公
募
し
た
。
徳
島
県
農
業
会
議

は
事
業
実
施
主
体
と
し
て
徳
島
県
教

育
委
員
会
と
連
携
の
も
と
、
全
国
で

７
つ
の
事
業
実
施
主
体
の
一
つ
と
し

て
平
成
２
０
年
７
月
に
事
業
決
定
を

受
け
、
協
力
農
家
、
企
業
と
農
業
高

校
と
の
間
に
立
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
の
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

等
事
業
を
進
め
た
。
徳
島
県
人
材
育

成
推
進
員
会
承
認
の
も
と
、
生
徒
の

現
場
実
習
、
技
術
者
等
に
よ
る
学
校

で
の
実
践
的
指
導
、
教
員
の
高
度
技

術
習
得
及
び
現
場
見
学
等
の
多
彩
な

内
容
で
計
画
を
実
行
し
た
。

１
．
生
徒
の
現
場
実
習

城
西
高
等
学
校
、
農
業
科
学
科
２

年
生
４
１
名
、
三
好
高
等
学
校
生
物

資
源
類
２
７
名
の
生
徒
が
１
６
の
農

家
・
企
業
先
に
別
れ
、
２
０
年
１
０

月
か
ら
２
１
年
２
月
ま
で
１
０
日
ほ

ど
の
貴
重
な
現
場
実
習
体
験
を
得
た
。

２
．
技
術
者
に
よ
る
学
校
で
の
実

践
的
指
導

生
産
者
及
び
技
術
者
を
学
校
に
招

き
生
徒
を
指
導
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

の
有
効
利
用
、
最
新
水
耕
栽
培
技
術
、

ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
研
究
、
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
食
肉
加
工
等
先
端
技
術
に

接
し
た
。

３
．
教
員
の
高
度
技
術
習
得

４
．
生
徒
の
現
場
見
学

香
川
大
学
、
徳
島
県
総
合
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー
農
業
・
果
樹
・
森
林
林

業
研
究
所
、
農
業
大
学
校
及
び
大
阪

市
場
、
農
業
法
人
企
業
等
幅
広
く
見

学
し
見
識
を
広
め
た
。

５
．
現
場
実
習
活
動
記
録
簿
集

及
び
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

各
学
校
の
指
導
の
参
考
に
供
す
る

た
め
、
生
徒
が
記
録
し
た
活
動
記
録

簿
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
集
め
、
そ

の
全
て
を
電
子
デ
ー
タ
化
及
び
記
録

簿
集
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
実
習
前

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
に
供

す
る
た
め
に
「
農
業
を
始
め
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
。

６
．
２
０
年
度
の
成
果

①
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
研
修

満
足
度
は
ほ
ぼ
８
割
以
上
が
満
足
し

て
い
る
（
と
て
も
満
足
し
て
い
る
４

２
％
、
満
足
し
て
い
る
４
５
％
）
。

②
農
林
業
に
対
す
る
思
い
が
、
生
徒

の
気
持
ち
の
な
か
に
芽
生
え
て
き
て

い
る
。
同
時
に
勉
強
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
感
じ
て
い
る
。

③
将
来
農
業
を
志
し
て
い
る
者
が
、

確
実
に
お
り
、
そ
の
者
の
学
び
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。

④
受
入
農
家
に
は
、
生
徒
を
育
て
た

い
気
持
ち
と
、
生
徒
に
十
分
学
ん
で

も
ら
い
た
い
気
持
ち
が
強
く
あ
る
が
、

生
徒
の
意
識
や
姿
勢
に
は
ま
だ
満
足

し
て
い
な
い････

等
々
で
あ
る
。

本
年
度
の
成
果
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
初
年
度
の
目
標
で
あ
る
「
地

域
の
理
解
を
進
め
、
連
携
し
た
現
場

実
習
を
展
開
す
る
」
こ
と
が
達
成
で

き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
な
お
、
平
成
２
１
年
度
の
事

業
採
択
も
得
ら
れ
、
よ
り
事
業
効
果

を
高
め
る
べ
く
２
０
日
間
の
現
場
実

習
を
計
画
し
て
い
る
。
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食
料
の
安
定
供
給
力
の
確
保
や
周

辺
の
営
農
環
境
の
保
全
、
農
業
の
多

面
的
機
能
を
発
揮
す
る
上
で
「
耕
作

放
棄
地
」
の
解
消
は
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
は
、
発
生
原
因
や
事

情
が
農
地
ご
と
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
解
消
に
は
き
め
細
や
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
取
り
組
み
の

ポ
イ
ン
ト
は
３
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

１

引
き
受
け
手
を
ど
う
す
る
か

（
再
生
利
用
、
耕
作
者
の
確
保
）

２

何
を
作
る
か
、
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
か
（
作
物
選
定
等
）

３

土
地
条
件
は
ど
う
か
（
農
地
再

生
作
業
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
）

な
お
、
平
成
２
０
年
度
の
全
体
調

査
で
は
耕
作
放
棄
の
程
度
と
所
在
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

着
実
な
解
消
に
向
け
て
所
有
者
の
意

向
把
握
は
も
と
よ
り
、
市
町
村
、
農

業
委
員
会
や
関
係
者
が
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
地
域
に
合
っ
た
取
り

組
み
を
誘
導
、
実
施
（
支
援
）
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
先

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
農
地
」

が
、
次
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が

れ
る
よ
う
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
農
地

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
２
０
年
度
の
取
組
事
例
か
ら

▼
意
向
確
認
調
査
（
小
松
島
市
）

所
有
者
に
対
し
、
耕
作
継
続
の
意

思
や
貸
付
希
望
等
を
確
認
し
、
解
消

計
画
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

▼
解
消
活
動
の
誘
導

（
市
民
農
園
へ
の
再
生

実
証
展
示
：
藍
住
町
）

解
消
モ
デ
ル
の
展
示

や
一
斉
耕
起
運
動
（
※
）

等
、
取
り
組
み
の
き
っ

か
け
作
り
や
後
押
し
が

重
要
で
す
。

※
一
斉
耕
起
と
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
気
運
を
高
め
る
た

め
地
域
全
体
で
耕
起
す
る
運

動
の
こ
と
で
す
。

（
徳
島
県
農
地
政
策
推
進

課

美
馬
義
卓
氏
）

解消活動の誘導（市民農園への再生実証展示 藍住町１５ａ）

意 向 調 査 用 紙 記入者氏名：

次の質問に、御回答ください。

・現状に至った要因（原因）について、おたずねします。

各々の筆で該当する番号（複数可）を選んで「Ａ欄」にご記入ください。

①土地の形状、排水路、日照などによる。

②接道、進入路がないため。

③耕作する意思がない。（米の価格低迷など。）

④担い手がいない。

⑤その他（ ）

・農地に解消する意向について、おたずねします。

各々の筆で該当する番号を「１つのみ」選んで「Ｂ欄」にご記入ください

①自ら（あるいは小作者）が解消する。

②景観作物（コスモス、ひまわり、菜の花など）の作付をする。

③保全管理（年１～２回程度の草刈り、トラクターでの耕起）をする

④希望者があれば市民農園をしたい。

⑤地域の担い手との利用権設定により解消したい。

⑥その他（ ）

町名 字名 地番 地目 面積（㎡） Ａ Ｂ 備考

（全体調査を基に記載）

意向確認調査票（参考 小松島市）

耕
作
放
棄
地
解
消
の
本
格
的
実
施
に
向
け
て

三好高校生が現場

実習で醸造した日

本酒（大地の夢）

施工前 施工後
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こ
ん
に
ち
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
で
す
。
『
日
本
公
庫
』
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
こ
と
を
ご
存

知
だ
っ
た
と
い
う
方
も
、
今
日
初
め

て
聞
い
た
と
い
う
方
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
日
本
公
庫
は
旧
農

林
漁
業
金
融
公
庫
が
昨
年
一
〇
月
に

国
民
生
活
金
融
公
庫
な
ど
と
統
合
し

誕
生
し
た
金
融
機
関
で
す
。

旧
農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
資
金
制
度

は
日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
に
そ
の

ま
ま
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
農
業

分
野
に
お
け
る
唯
一
の
政
策
金
融
機

関
で
あ
り
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等

の
取
得
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
、
一
時
的
な
経
営
悪
化

に
対
応
す
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金
を
は
じ
め
と
し
た
低
金
利
の

融
資
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

昨
今
の
国
内
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
く
、
農
家
の
皆
様
方

の
ご
苦
労
は
絶
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
場
面
で
資
金
が
必
要

な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
は
ぜ

ひ
日
本
公
庫
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
は
お
電
話
で
も
承
る
ほ
か
、

店
舗
が
徳
島
市
内
に
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
よ
り
吉
野
川
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
出
張
相
談
窓
口
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
近
隣
に
お
住
ま
い

の
方
は
引
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い

我
々
、
職
員
一
同
、
徳
島
県
の
農

業
振
興
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
ま
た
、
身
近
な
存
在
で

い
ら
れ
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

出張相談窓口開催日程

場所
吉野川市合同庁舎

日時
毎月第１・３火曜日
午後１時～午後４時３０分

お問い合せはこちらまで
日本政策金融公庫徳島支店農林水産事業

農業食品課
〒770－0856 徳島市中洲町1－58
TEL 0120-926495（フリーコール）
FAX 088-656-6883

１

農
地
流
動
化
対
策
事
業
の
一

つ
に
農
地
保
有
合
理
化
事
業
が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
、
農
地
保
有
合

理
化
法
人(

本
県
で
は
、
徳
島
県

農
業
開
発
公
社)

が
、
農
業
委
員

会
と
連
携
し
、
規
模
縮
小
農
家
等

か
ら
農
地
を
買
入
れ
た
り
借
入
れ

て
、
中
間
保
有
し
た
後
、
認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
農
家
に
売
渡
し

た
り
貸
付
け
る(

再
配
分)

の
が
特

徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
面

的
集
積
に
効
果
的
で
あ
る
。

２

こ
の
事
業
の
利
点
と
し
て
は
、

①
農
地
を
売
り
渡
し
た
者
に
課
せ

ら
れ
る
譲
渡
所
得
税
の
特
別
控
除

(

通
常
は
８
０
０
万
円
、
買
入
協

議
で
は
１
，
５
０
０
万
円)

が
受

け
ら
れ
る
。

②
公
社
に
農
地
を
貸
し
付
け
た
場

合
に
１
０
年
間
の
小
作
料
が
一
括

前
払
い
さ
れ
、
平
均
課
税
の
特
例

が
受
け
ら
れ
る
。

③
公
社
か
ら
農
地
を
買
い
入
れ
た

場
合
は
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽

減
、
不
動
産
取
得
税
の
納
税
額
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
。

④
売
買
契
約
等
の
諸
手
続
は
、
公

社
と
市
町
村
農
業
委
員
会
が
行
う

た
め
、
売
買
等
当
事
者
は
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
と
な
る
。

３

合
理
化
事
業
の
活
用
例

①
売
り
手
は
早
く
処
分
し
た
い
が
、

買
い
手
は
直
ぐ
に
は
購
入
で
き
な

い
場
合

②
売
り
手(

貸
し
手)

と
買
い
手

(

借
り
手)

の
双
方
に
心
理
的
抵
抗

感
が
あ
る
場
合

③
売
り
手(

貸
し
手)

が
不
在
村
地

主
で
自
ら
管
理
が
で
き
な
い
場
合

④
買
い
手(

借
り
手)

が
近
隣
に
見

当
た
ら
な
い
場
合

⑤
一
人
の
買
い
手(

借
り
手)

が
複

数
の
売
り
手(

貸
し
手)

か
ら
農
地

を
取
得
す
る

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
活
用
を

◆
徳
島
県
農
業
会
議

▽
事
務
局
長
（
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
務
）
丸
山
友
良

▽
事
務
局
次
長
（
総
務
課
長
兼
務
）

田
中
智
▽
業
務
指
導
課
長

吉
岡

廣
美
▽
経
営
指
導
課
長

榎
本
健

▽
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
参
事

田
村
康
弘
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

赤
井
昭
雄
▽
書
記

山
本
和
代

▽
職
員

矢
田
仁
美
、
楳
本
彩
音
、

東
梨
絵

◆
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

▽
参
事

谷
桂
爾
▽
職
員

井
上

惠
子
（
４
月
２
１
日
現
在
）

徳
島
県
農
業
会
議
及
び
徳
島
県

農
業
開
発
公
社
の
業
務
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
農
業
会
議
及
び
徳
島
県

農
業
開
発
公
社
の
職
員
紹
介



単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

１月 8,478 0 2,442 16,560 9,161 0 121 1,440 541 9,157 47,900

２月 13,260 1,645 1,296 10,364 14,339 524 580 1,230 0 3,577 46,815

３月 9,816 0 289 3,578 2,554 1,527 155 0 0 1,420 19,340

合計 31,554 1,645 4,027 30,502 26,054 2,051 856 2,670 541 14,154 114,055

     農地法第４条・第５条転用許可の面積     

場所 対象者

２０日 第３４３回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２７日 耕作放棄地対策にかかる担当者会議 徳島合同庁舎会議棟 市町村担い手協議会担当者等

３０日 農業法人協会役員会 センチュリープラザホテル 法人協会役員

　７日 農業者年金事業等推進対策協議会 ＪＡ会館 県・ＪＡ中央会・県会議担当者

１４日 農の雇用事業研修会 徳島グランヴィリオホテル 事業実施経営体、研修生

１５日 農業者年金担当者会議 ＪＡ会館 農委・ＪＡ担当者

１６日 新・農業人フェアー 池袋サンシャイン 新規参入希望者

２１日 徳島県有機農産物認証協会総会 ホテル千秋閣 会員等

２２日 第３４４回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２５日 徳島県担い手育成総合支援協議会総会 徳島グランヴィリオホテル 市町村担い手協議会担当者等

２６日 徳島県農業開発公社理事会 県庁 公社理事等

２８日～２９日 全国農業委員会会長大会 日比谷公会堂 農業委員会会長等

　３日 全国農地保有合理化協会中国四国ブロック会議 ホテルクレメント徳島 公社職員

１８日 第３４５回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

4月

５月

６月

農
業
委
員
活
動
記
録
ノ
ー
ト

（
２
０
０
９
年
度
版
）

農
業
委
員
が
担
当
地
区
で
の
農

家
相
談
や
遊
休
農
地
の
解
消
、
農

地
流
動
化
、
認
定
農
業
者
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
の
日
常
活
動
を
記
録
、

と
り
ま
と
め
す
る
ノ
ー
ト
で
す
。

～
目
次
～

・担
当
地
区
の
概
要
デ
ー
タ

・年
間
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・農
業
委
員
会
総
会
審
議
録

・研
修
会
等
記
録
簿

・遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・解
消
に
向

け
た
農
業
委
員
の
取
り
組
み

・農
地
流
動
化
に
役
立
つ
制
度
資
金
・

各
種
事
業
・税
制
の
特
例

・農
業
委
員
活
動
記
録
カ
ー
ド

・
農
業
委
員
活
動
記
録
カ
ー
ド
集
計

表・
農
地
相
談
に
関
す
る
相
談
承
り
ま

す
（相
談
用
チ
ラ
シ
・相
談
票
）

図
書
コ
ー
ド
２
０
ー
４
３

定
価

５
０
０
円

規
格

Ｂ
５
判

１
３
２
頁
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新
刊
農
業
図
書
紹
介

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

「かけはし21」第１３号について
４月１０日、政府は、農林水産分野では過去最大の１兆円

を超える大型の追加経済対策を決定。異例の手厚い支援で

農業重視の姿勢を鮮明にした。しかし、懸念も残る。地方

負担分の確保が問題となる。また、今回は補正予算だけ

に一度きりの対策になりかねないので、次年度以降の政

府の本予算に反映させることが重要だ(T･M)

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
右
表

（
１
月
～
３
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。


